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法人番号 261010 

プロジェクト番号 S1411029 

 

 

研究進捗状況報告書の概要 

 

１ 研究プロジェクト 

学校法人名 同志社 大学名 同志社大学 

研究プロジェクト名 
難治性角膜疾患に対するトランスレーショナル研究の推進と国際的研

究拠点の形成 

研究観点 研究拠点を形成する研究 

 

２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

透明組織である角膜が混濁すると、重症の視覚障害を生じる。本プロジェクトでは、難治性角膜疾患に対

する新規治療法の開発を目的として、体性幹細胞を用いた角膜再生医療、および病態解明による治療薬

の開発を行う。研究テーマ 1 「医工連携・産学連携による角膜再生医療の開発と産業化の推進」では、同

志社大学において開発した角膜再生医療の基盤技術を用いて 2013 年に開始された培養角膜内皮細胞

移植の臨床研究から抽出された基礎的課題を研究室にフィードバックし、より優れた治療効果を示す培養

角膜内皮細胞移植の実現と製品化に向けた技術開発を行う。研究テーマ1 「難治性角膜疾患の病態解明

と治療薬の開発」では、失明に至る病態不明の難病である Fuchs 角膜内皮ジストロフィ（Fuchs Endothelial 

Corneal Dystrophy: FECD）に対して、FECD の患者の角膜内皮細胞から疾患モデル細胞株を樹立し、

FECD の病態解析と創薬ターゲットの探索、治療に応用可能な化合物の検討を行う。本研究は、今日の医

学では十分な治療成績が得られない重症の角膜疾患患者に、新しい個別最適化医療を提供するものであ

り、患者の Quality of Life 向上に貢献する極めて社会的意義の高い研究である。 

 

３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

各研究テーマにおいて、以下に示す成果が得られ、3年間の中間目標を達成した。 

テーマ1では、 医学系教員2名が京都府立医科大学における培養角膜内皮細胞移植の臨床研究に参加

し、臨床研究から抽出された課題を同志社大学の研究室にフィードバックすることにより、治療成績のさらな

る向上と、企業における製品化を目指した研究を行った。具体的な成果として、細胞老化を制御する新規

の細胞培養液の開発、角膜内皮細胞の効率的培養を可能にする細胞培養基質の開発、移植用細胞の品

質を非侵襲的な方法で評価するための画像解析システムの開発などを行った。また、角膜内皮移植の動

物モデルを用いて 3D 蛍光顕微鏡および免疫組織学的手法による移植後の角膜内皮細胞の動態解析法

を確立した。本技術を用いて、角膜移植後の角膜内皮細胞および炎症細胞の動態の解析、慢性炎症によ

る角膜内皮障害の機序の解明に関する研究を進めた。さらに角膜内皮疾患治療のための新しい角膜冷凍

凝固デバイスを作成し、動物眼を用いた安全性試験を実施した。 

テーマ 2では、同志社大学において樹立した FECD疾患モデル細胞を用いて、FECDにおける細胞外マト

リクス産生および小胞体ストレス応答に着目した研究を実施し、病態の解明と治療法の開発に関する重要

な知見を得た。また、エルランゲン大学などとの共同研究によりドイツ人および日本人 FECD 患者における

TCF4 遺伝子の解析を行った。さらに、難治性眼表面疾患および FECD に対する新規治療薬の開発を行う

ために、疾患モデル細胞を用いた治療薬スクリーニングを行い、候補化合物を選定した。 

上記の内容を含む本プロジェクトの研究成果として、原著論文 47 件、図書(分担執筆) 9 件、学会発表 219

件、特許出願 10 件を行うなど、研究の進捗と顕著な研究成果が得られた。 
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平成 26年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名 同志社               ２ 大学名 同志社大学             

 

３ 研究組織名 先端医工学研究センター                          

 

４ プロジェクト所在地 京都府京田辺市多々羅都谷１-３              

 

５ 研究プロジェクト名 難治性角膜疾患に対するトランスレーショナル研究の推進と国際的研究

拠点の形成 

 

６ 研究観点  研究拠点を形成する研究                           

 

７ 研究代表者 
研究代表者名 所属部局名 職名 

小泉 範子 生命医科学研究科 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  １３ 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

小泉 範子 

生命医科学

研究科・教

授 

1. 角膜内皮再生医療の開発 

2. 角膜内皮疾患の病態解明と

治療薬の開発 

病態解明と新規治療法を開

発 

奥村 直毅 
生命医科学

部・准教授 

1. 角膜内皮再生医療の開発 

2. 角膜内皮疾患の病態解明と

治療薬の開発 

病態解明と新規治療法を開

発 

井上  望 

生命医科学

研究科・教

授 

角膜内皮細胞の画像解析システ

ムの開発 

新規治療法の評価法の確

立 

仲町 英治 

生命医科学

研究科・教

授 

角膜内皮細胞動態の解明と治療

用デバイスの開発 

新しい診断・治療機器の開

発 

森田 有亮 

生命医科学

研究科・教

授 

角膜内皮細胞動態の解明 
新しい診断・治療機器の開

発 

中村 隆宏 

生命医科学

部チェア・プ

ロフェッサー

准教授 

角膜幹細胞マーカーの検索と新

規治療法の開発 

病態解明と新規治療法を開

発 
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上田 真由美 

生命医科学

部チェア・プ

ロフェッサー

准教授 

難治性眼疾患の病態解明と治療

薬の開発 

病態解明と新規治療法を開

発 

（共同研究機関等）    

木下  茂 

京都府立医

科大学 

視覚機能再

生外科学・

教授 

角膜内皮細胞動態の解明 

新しい診断・治療機器の開

発 

新規治療法の臨床的評価 

田代  啓 

京都府立医

科大学 

ゲノム医科

学・教授 

Fuchs 角膜内皮ジストロフィの遺

伝子解析 

難治性角膜疾患の病態解

明 

酒井 敏行 

京都府立医

科大学 

分子標的癌

予防医学・

教授 

角膜治療薬のスクリーニング法

の確立 

難治性角膜疾患の病態解

明 

Andrew Quantock 
Cardiff大学・

教授 

角膜疾患に対する治療デバイス

の開発 

新しい診断・治療機器の開

発 

Friedrich Kruse 
Erlangen 大

学・教授 

Fuchs 角膜内皮ジストロフィの病

態解明 

難治性角膜疾患の病態解

明 

Keith Baratz 
Mayo Clinic・

教授 

Fuchs 角膜内皮ジストロフィの遺

伝子解析 

難治性角膜疾患の病態解

明 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 26 年 7 月 1日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

同志社大学生命医科

学部医情報学科・教授 

同志社大学生命医科学部 

医情報学科・教授 
廣安 知之 

培養角膜内皮細胞の 

画像解析システムの開

発 

京都府立医科大学 

ゲノム医科学・准教授 

京都府立医科大学ゲノム医科

学・准教授／同志社大学先端

医工学研究センター・嘱託研究

員 

中野 正和 
Fuchs 角膜内皮ジストロ

フィの遺伝子解析 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

難治性眼疾患の病態解明

と治療薬の開発 

 

生命医科学部チェ

ア・プロフェッサー准

教授 

上田 真由美 
病態解明と新規治療法を開

発  

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

生命医科学研究科・教

授 

Rush 大学・教授／同志社大学

先端医工学研究センター・嘱託

研究員  

井上  望 
新規治療法の評価法の

確立 

生命医科学部チェア・

プロフェッサー准教授 

京都府立医科大学・准教授／

同志社大学先端医工学研究セ

ンター・嘱託研究員 

中村 隆宏 
病態解明と新規治療法を

開発  

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

日本学術振興会・外国

人特別研究員 

同志社大学特別研究員 

（ＰＤ）  

Elena  

Koudouna 

角膜移植後の慢性炎症

の病態解明と制御法の

開発 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 27 年 5 月 1日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

京都府立医科大学大

学院医学研究科・助教 

京都府立医科大学大学院医学

研究科・助教／同志社大学先

端医工学研究センター・嘱託研

究員 

佐藤 貴彦 
角膜疾患の病態解明と

治療薬の開発 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

角膜移植後の慢性炎症の

病態解明と制御法の開発 

同志社大学特別研

究員 

（ＰＤ） 

Elena  

Koudouna 

角膜移植後の慢性炎症の

病態解明と制御法の開発 

（変更の時期：平成 27 年 １２月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

同志社大学特別研究

員（ＰＤ） 

カーディフ大学博士研究員／同

志社大学先端医工学研究セン

ター・嘱託研究員 

Elena  

Koudouna 

角膜移植後の慢性炎症

の病態解明と制御法の

開発 

 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 28 年 7 月 1日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

南カリフォルニア大学

名誉教授 

南カリフォルニア大学名誉教授

／同志社大学先端医工学研究

センター・嘱託研究員 

EunDuck Park 

Kay 

フックス角膜内皮ジストロ

フィの病態解明と新規治

療薬の開発 
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 
透明組織である角膜が混濁すると重症の視覚障害を生じる。本プロジェクトでは、難治性角膜疾患に対す

る新規治療法の開発を目的として、体性幹細胞を用いた角膜再生医療、および病態解明による治療薬の

開発を行う。研究テーマ 1 「医工連携・産学連携による角膜再生医療の開発と産業化の推進」では、同志

社大学において開発した角膜再生医療の基盤技術を用いて 2013 年 12 月に開始された培養角膜内皮細

胞移植の臨床研究から抽出された基礎的課題を研究室にフィードバックし、より優れた治療効果を示す培

養角膜内皮細胞移植の実現に向けた基盤技術の開発を行う。具体的には再生医療の産業化に向けた必

須の事項である、①ヒト角膜内皮培養プロトコールのGMP化、②マスター細胞の大量培養とバンク化、③凍

結保存と輸送法の確立を行う。一方、角膜移植手術における最大の問題点は、「移植後の角膜内皮減少」

であり、再移植を余儀なくされる患者の心身への負担は大きい。角膜内皮減少の機序は不明で、経時的に

移植後の角膜内皮細胞の動態を評価する技術の開発が望まれる。本研究では上記に加えて、④動物眼へ

の適応可能な DSAEK 用マイクロケラトーム、接触型スペキュラーマイクロスコープなどの新しい診断・治療

機器の開発を行い、従来の角膜移植に対する細胞移植治療の優位性を検証する。研究テーマ 2 「難治性

角膜疾患の病態解明と治療薬の開発」では、失明に至る病態不明の難病である Fuchs 角膜内皮ジストロフ

ィ（Fuchs Endothelial Corneal Dystrophy: FECD）に対して、同志社大学で樹立した FECD疾患モデル細胞

株を用いて、FECD の病態解析と創薬ターゲットの探索、治療に応用可能な化合物の検討を行う。本研究

は、現代の医学では十分な治療成績が得られない重症の角膜疾患患者に、新しい個別最適化医療を提

供するものであり、患者の Quality of Life向上に貢献する極めて社会的意義の高い研究である。 

（２）研究組織 
研究組織の特徴：再生医療および創薬研究における研究実績を有する医学系教員が、機械系教員と協調

して研究開発を実践できる同志社大学の特長を最大限に活用し、先端医工学研究センターを組織し同志

社大学に国際的研究拠点を形成する。本研究では積極的に若手研究者（PD）、大学院生を参画させ、シン

ポジウムの開催等により研究成果を国内外に発信する。研究成果を遅滞なく患者の治療につなげるため、

京都府立医科大学および米国、英国、ドイツから共同研究者を招聘する。同志社大学発の研究シーズを産

業化するために、製薬企業との産学連携を積極的に進める。 

研究代表者の役割：研究代表者は本プロジェクトにおける医学系教員と機械系教員の連携と知識の共有

をはかり、研究全体を統括するとともに共同研究研究機関との連携強化に努める。 

研究プロジェクトに参加する研究者・大学院生・PD の状況：研究プロジェクトに参加する研究者は、当初予

定の 13名から、特別研究員（PD）および海外研究者を含めたメンバーの補強を行い、2016年度は 18名で

プロジェクトを遂行した。なお、学内研究メンバーの指導下にある大学院生約 40 名が本プロジェクトに参加

している。大学院生2名を本プロジェクトの研究のために約 2週間の海外派遣を行ったほか、多数の大学院

生が国際学会における成果発表を行った。また、英国より 2名の研究員、大学院生を受け入れた。 

研究チーム間および共同研究機関などとの連携状況：研究テーマごとに学内外の研究者、大学院生が参

加する研究ミーティングを毎月 1～2 回実施し、研究結果に関するディスカッションを行った。さらに年 2 回

（合計 6回）の先端医工学研究センターシンポジウムを開催し、3回は研究成果報告会を同時に開催した。 

研究支援体制：本研究センターは同志社大学研究開発推進機構を通じて同志社大学からの研究支援体

制を受けている。予算などの事務手続きに関しては、研究センター事務局および生命医科学部事務室など

が担当した。さらに、産学連携および知的財産に関しては同志社大学研究開発推進機構に属するリエゾン

オフィスおよび知的財産センター、研究全般の支援は研究支援課からのサポートを受けている。 

（３）研究施設・設備等 
研究施設の面積と使用者数： 

医心館実験室 444m2 (使用者数 10 名及び大学院生)、動物実験室 377 m2(使用者数 3 名及び大学院生) 

主な研究設備：すでに整備されていた細胞培養実験室、動物実験室、蛍光顕微鏡、リアルタイム PCR、多

光子励起顕微鏡システムなど以外に、本プロジェクトにおいて下記の研究設備を整備した。 

平成 26 年度購入：セルソーティングシステム（20時間以上/月）、共焦点レーザー顕微鏡（60 時間以上/月） 

角膜形状解析システム（20時間以上/月） 

平成 27 年度購入：ルミノイメージアナライザー（60 時間以上/月） 

平成 28 年度購入：3D デジタル PCR システム（10 時間以上/月） 
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（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 

3 年目までの計画としていた主要な研究課題は、下記のとおり予定通り達成しており、一部は予定以上の進

展が得られた。 

研究テーマ 1: 「医工連携・産学連携による角膜再生医療の開発と産業化の推進」 
同志社大学では 2003年に設置された再生医療研究センターおよび 2008年に新設された生命医科学部に

おいて角膜内皮再生医療の開発に取り組み、Rhoキナーゼ阻害剤を併用した培養角膜内皮細胞移植の開

発を行った。同志社大学で開発したヒト角膜内皮細胞培養技術および細胞注入移植の基盤技術を 2012年

に京都府立医科大学に技術移転し、世界初の細胞注入治療の First-in-Man 臨床試験を 2013 年 12 月に

開始した。本プロジェクトでは、眼科医である医工学科の奥村直毅准教授、小泉範子教授が京都府立医科

大学の客員教員として細胞注入治療の臨床研究に参加し、2016 年 4 月までに計 31 例の細胞注入治療を

実施した。さらに、臨床試験から得られた安全性および有効性の向上、企業における製品化に向けた課題

を抽出し、同志社大学の研究室へフィードバックした（＊57、65～68、70、73、76、79～81、96～104、110、

111、113、116、118、150、153、154、157、166、175～177、185、186、195、201～203、208～211、214、

216）。 

【課題 1】移植細胞の細胞密度が細胞注入治療の治療効果に与える影響                           

細胞注入治療は、生体外で培養した角膜内皮細胞を前房内に注入移植することによって生着させる画期

的な治療技術である。本プロジェクトでは、臨床的治療効果と、移植細胞の細胞密度の関連性に着目し、

培養角膜内皮細胞およびウサギ水疱性角膜症モデルを用いた検討を行った。その結果、高密度細胞は低

密度細胞に比較して、細胞増殖能、細胞接着能が高く、注入移植後に早期に角膜の透明化が得られ、移

植後により高密度の角膜内皮層を再建できることが明らかとなった（＊12、63、87、89、90）。以上より、角膜

内皮細胞密度は細胞の機能に密接に関連する因子であり、品質規格の基準の一つとして有用であることを

示した（＊169、189）。 

【課題 2】高機能な移植用角膜内皮細胞を効率的に培養するための技術開発                    

増殖能に乏しいヒト角膜内皮細胞を生体外で培養すると、線維芽細胞様に形質転換するとともに細胞密度

が低下し、角膜内皮細胞としての機能が低下する。本プロジェクトでは、細胞培養液と培養基質のそれぞれ

に関し、新たな細胞培養技術の開発を行った。 

1) p38MAPキナーゼ阻害剤による細胞老化の抑制：ヒト角膜内皮細胞培養における形質転換や細胞密度

の低下は、p38MAP キナーゼ経路の活性化による細胞老化に関連するものであり（＊180）、p38 MAP

キナーゼ阻害剤を培養液中に添加して細胞老化を抑制することにより、高品質なヒト角膜内皮細胞を

生産できることを示した（＊106、190、217、224、261）。 

2) ラミニン 511-E8フラグメントを用いた高密度内皮細胞の培養：正常なヒト角膜内皮細胞の基質を構成す

るラミニンのサブタイプが LM511および 521であることを明らかにし（＊58）、LM511-E8フラグメントの組

み換えタンパクを用いた効率的なヒト角膜内皮細胞培養が可能であることを示した（＊11、85、160）。本

製品は再生医療用の細胞調整のための GMP 製品がすでに販売されており、臨床用培養角膜内皮細

胞の細胞調整に有用である（＊11、167、181、P-4、P-6、P-7）。 

【課題 3】移植に適した細胞を同定、分離するための技術の確立                           

1) 培養角膜内皮細胞の形質転換における細胞表面マーカー探索：細胞を用いた再生医療では、移植に

適した細胞の品質規格の設定が必要であり、また細胞に対するダメージの少ない方法で細胞を分離す

る技術の開発が望まれている。フローサイトメトリーを用いた表面抗原の解析により、線維芽細胞様の形

質転換細胞と、正常な細胞にそれぞれ特異的に発現している CD マーカーを複数見出した（＊2、69、

P-1）。 

2) 培養角膜内皮細胞の品質評価のための画像解析ソフトの開発：角膜内皮細胞の健常性を示す指標と

して、細胞密度、細胞面積の変動率、六角形細胞率が広く用いられている。細胞移植に用いる細胞の

品質規格にも同様の指標を用いることが有用であると考えられるが、培養細胞の位相差顕微鏡像は細

胞のコントラストが低く、臨床で用いられる画像解析プログラムを適応することは困難であり、熟練した研

究者や医師が目視によって解析している。本プロジェクトでは、医情報学科・医療情報システム研究室

（廣安知之教授、日和悟助教）との連携のもとで、培養角膜内皮細胞の品質評価のための画像解析ソ

フトの開発を行った（＊72、117、151、152、156、203、229）。本システムでは、3 つの品質指標のそれぞ

れを定量的に計測することが可能であり、さらに細胞の形状および面積についてはカラーマップを作成
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することで、定量的かつ効率的な評価が可能であり、将来的な角膜内皮再生医療の製品化に向けた

有用なツールとなりえる（＊P-8）。 

3) 簡便で細胞へのダメージが少ない細胞分離方法の開発：細胞の分離にはセルソーターが用いられる

が、GMP 施設でのセルソーター導入は非常に高価であり、脆弱なヒト角膜内皮細胞をソーティングする

ことは細胞のロスが多く現実的でない。本プロジェクトでは、細胞毒性の無い密度勾配遠心剤

（OptiPrepTM）を用いることにより高密度細胞と低密度細胞を分離できる方法を開発した（＊12、84、

159、170）。OptiPrepTM は cGMP 製品が販売されており、臨床用培養角膜内皮細胞の細胞調整に利

用可能であると考える。 

【課題 4】細胞注入治療の製品化に向けた新しい細胞注入液の開発と Rhoキナーゼ阻害剤の作用の検討                         

細胞注入治療の臨床研究では、細胞培養液をベースとする細胞注入液を用いている。本研究では、角膜

内皮細胞の接着性を指標に種々の MEM ベースの各種培地からスクリーニングを行い、最も細胞接着を促

進した RELAR®培地をもとに、ホルモンや成長因子などの生理活性物質を除去した新規細胞注入液 cell 

therapy vehicle(CTV)を作製した（＊21、107、158、159）。in vitroおよび in vivoの動物モデル眼を用いた検

討により、CTV は従来の注入液と同等あるいはそれ以上の細胞接着能を有しており、Rho キナーゼ阻害剤

を併用した細胞注入治療に応用できる可能性が示唆された（＊75、88、190、193、194）。また Rhoキナーゼ

阻害剤の角膜内皮細胞に対する作用を検討した（＊3、4、15、17、20、29～31、48～53、108、109、226、

227）。さらに、移植用細胞の冷蔵保存の検討を行い、動物眼への移植を行い有用性を検討した（＊188）。 

【課題 5】接触型角膜内皮スペキュラーによる細胞観察技術の確立                         

臨床診療で広く用いられている非接触角膜内皮スペキュラーでは、角膜中央部の限られた範囲の画像デ

ータしか得られず、角膜疾患のある患者や移植後患者では撮影できないことも多い。本プロジェクトでは京

都府立医科大学の木下茂教授との連携により、非接触角膜内皮スペキュラーを用いて動物および患者角

膜内皮細胞の観察を行い、非接触角膜内皮スペキュラー（接触スペキュラー）による診断技術を確立すると

ともに、眼科疾患や手術が角膜内皮細胞に与える影響を評価した（＊22、195、223、231）。 

【課題 6】接触型角膜内皮スペキュラーを用いた角膜内皮細胞減少のメカニズムの解明             

角膜移植後の患者角膜を接触スペキュラーで撮影し、拒絶反応を生じていない移植後の透明な角膜にお

いて、角膜内皮面に炎症細胞様の白色細胞が存在することを見出した。そこで、ウサギ角膜移植モデルを

作成し、接触型角膜スペキュラーを用いた観察を行うことにより、他家角膜移植眼では拒絶反応を受けてい

ない透明角膜において、角膜移植後の患者と同様の白色細胞が存在していることを明らかにした（＊26、

92、161、197、201、224）。さらにバイオマテリアル研究室（森田有亮教授、仲町英治教授）の協力を得て、

多光子励起顕微鏡を用いた移植後角膜組織の 3D観察を行った。本研究により、これらの炎症細胞が移植

後の角膜内皮細胞減少の原因になっている可能性が示唆された。本研究は、同志社大学特別研究員(PD)

の Elena Koudounaが中心となって行った。 

【課題 7】臨床応用可能な角膜冷凍凝固装置の開発                                   

同志社大学では、初期の角膜内皮障害に対する経角膜冷凍凝固を併用したRhoキナーゼ阻害剤による点

眼治療の有用性を報告している（Koizumi N, Cornea 2013他）。本プロジェクトでは、Andrew J. Quantock教

授との共同研究として、凝固サイズと凝固時間の制御が可能な角膜冷凍凝固装置の開発を行った（＊

32）。カーディフ大学から大学院生の Alina Akhbanbetova が来日、同志社大学生命医科学研究科の中野

新一郎がカーディフ大学に留学するなど、活発な若手研究者、大学院生の交流を行った。 

【課題 8】角膜上皮、内皮の分化に関する研究と鼻粘膜組織を用いた眼表面の再生医療                                    

京都府立医科大学の中村隆宏准教授、木下茂教授らは、Stevens-Johnson 症候群などの重症疾患による

角膜障害に対して、角膜上皮や口腔粘膜などを用いた粘膜上皮シートによる眼表面の再生医療の開発を

行っている。本プロジェクトでは、角膜上皮および内皮の幹細胞特性と分化に関する研究を行い（＊1、5、1

４、19、64、74、95、162～164、196、222）、鼻粘膜上皮を用いることにより、ムチンを分泌する機能を持つ粘

膜上皮シートの作成法を確立し、動物眼を用いた検討により眼表面の再生医療における有用性を検討した

（＊9）。本研究には同志社大学大学院生命医科学研究科の大学院生らが参加して行った。 

 

研究テーマ 2: 「難治性角膜疾患の病態解明と治療薬の開発」 

Fuchs角膜内皮ジストロフィ（FECD）は角膜内皮面に異常な細胞外マトリクス（extracellular matrix: ECM）に

よる滴状の沈着物（guttae）を生じると同時に、角膜内皮細胞の障害が生じる疾患である。FECDによる角膜

内皮障害が進行すると角膜内皮機能不全により、角膜が白濁して重症の視力障害を来たす。FECDは欧

米では有病率が約 4%と高く、我が国でも厚生労働省の難治性疾患に指定されているが、病態の詳細は不
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明であり、現在唯一の治療法は角膜移植である。本研究テーマでは、FECDの病態の解明、および角膜移

植に代わる薬物治療法の開発を行う。 

【課題 1】 細胞外マトリクス産生亢進機序の解明                                     

FECDでは、角膜内皮とデスメ膜の間にECMの沈着により guttaeとデスメ膜の肥厚が生じることが特徴であ

るが、そのメカニズムは不明である。我々はErlangen大学（ドイツ）のFriedrich Kruse教授との共同研究によ

り、ドイツ人 FECD 患者の角膜内皮を角膜移植時に採取し、角膜内皮細胞を培養し不死化することで

FECD 疾患モデル細胞を作製した。コントロールとして正常角膜内皮細胞を同様に培養し不死化した。これ

らの疾患モデル細胞を解析することにより、FECD では上皮間葉系移行に関係する遺伝子である Snail1 お

よび ZEB1が亢進していることを明らかにした。さらに、TGF-βによる刺激に対して、コントロールと比べて、

FECD疾患モデル細胞では Snail1および ZEB1の上昇が著明であり、フィブロネクチンや 1型コラーゲンの

産生が亢進することを明らかにした（＊38、55、119、120、230）。Snail1 および ZEB1 を siRNA によりノックダ

ウンすることにより ECMの産生が抑制され、Snail1 および ZEB1 の強制発現により ECM の産生が促進され

た。これらの結果より、FECD における ECM の沈着には上皮間葉系移行に関係する遺伝子が関与し、

TGF-βによる制御を受けていることが示された（＊55、56）。 

【課題 2】 小胞体ストレス応答の解明                                            

FECDの病態に小胞体ストレスが関与することが Johns Hopkins大学より報告されている。我々は、小胞体ス

トレスによって角膜内皮細胞に変性タンパク質が蓄積するとの仮説のもと、Erlangen 大学（ドイツ）の

Friedrich Kruse 教授との共同研究として、ドイツ人 FECD 患者の角膜内皮の組織学的な検討を行った。そ

の結果、患者角膜内皮において変性タンパク質が蓄積しており、その一部はフィブロネクチンや I 型コラー

ゲンと共局在していた（＊123、124、134、244、259）。この結果は、FECD患者においてECMの沈着を来す

フィブロネクチンや I型コラーゲンなどのECMの一部が変性タンパク質となって蓄積していることを端的に示

す成果である。次に、変性タンパク質が小胞体ストレスを介して細胞障害を生じるか、またその機序につい

て Eunduck Kay教授（University of South California、同志社大学）と共同して検討した。我々が樹立した疾

患モデル細胞においてもコントロールの細胞と比べて変性タンパク質が増加しており、フィブロネクチンや 1

型コラーゲンと共局在することが明らかになった。さらに、小胞体の 3 つのストレスセンサーである IRE1、

PERK、ATF6 が全て活性化しており、アポトーシスを生じるミトコンドリア経路を活性化していることを明らか

にした（＊128、130、245、258、264、274、275）。これらの結果より、FECDの病態の本質は「TGF-βシグナ

ルの活性化により細胞外マトリックス関連分子が過剰に産生されることで、変性タンパク質が蓄積し小胞体

ストレスによる細胞死が生じること」であるという独自の病態仮説を提唱するに至った（＊123、124、133～

135、145、149、226、264、274、275）。 

【課題 3】 FECD 患者遺伝子解析                                              

2010 年 Mayo clinic の Baratz らはゲノムワイド関連解析 (GWAS)による解析を行い、TCF4 遺伝子の一塩

基多型が Fuchs角膜内皮ジストロフィと強く関連することを報告した。さらに、2012年には、同研究チームは

TCF4 遺伝子の第 3 イントロンに 3 塩基の繰り返し配列の延長があることを発見した。我々も Keith Baratz

教授、京都府立医科大学ゲノム医科学の田代啓教授、中野正和准教授、眼科学の木下茂教授らとの共同

研究により日本人の FECD患者においても 47名中 12名（26%）に TCF4遺伝子の第 3イントロンに繰り返し

回数の伸長が認められることを報告した（＊36、54、133、146、243）。さらに、ドイツ人患者の血液および角

膜内皮を 400人以上より採取し、血液ゲノムと角膜内皮の cDNAのライブラリーを構築した（＊260、273）。ま

た、京都府立医科大学眼科学の佐藤貴彦博士との共同研究により、マイクロアレイ解析を行い、患者角膜

内皮において TGF-β1/2、TGF 受容体（I 型/II 型）、またフィブロネクチンや I 型コラーゲンなどの細胞外

マトリックス関連分子の発現が亢進していることを確認した。このことは、FECD患者におけるTGF-βシグナ

ルの亢進を強く示唆するものである。また、TCF4遺伝子の解析を行うことで、TCF4遺伝子がFECD患者に

おいて正常者と比べて約 3倍程度に有意に発現が亢進していることを明らかにした。今後、TCF4遺伝子の

病態への関与について検討を進める予定である。 

【課題 4】 TGF-βシグナル阻害による細胞障害の抑制効果                              

我々はこれまでに、TGF-βおよびその受容体が患者角膜内皮組織で高く発現しており、またTGF-βによ

り FECD における ECM の沈着に関与する上皮間葉系移行に関係する遺伝子が制御されていることを明ら

かにしてきた。さらに興味深いことに、TGF-β 刺激により、我々が樹立した FECD 疾患モデル細胞におい

てのみ細胞死が誘導され、コントロールの細胞では細胞死が生じないことを発見した。さらに、TGF-β刺激

により FECD 疾患モデル細胞においてはコントロールの細胞と比べて、変性タンパク質が多く産生され、小

胞体ストレスセンサーが活性化することを明らかにした（＊122、123）。さらに、小胞体ストレスセンサーの中
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でも PERKが p38 MAPKシグナルを介して CHOP を誘導して、ミトコンドリア経路（intrinsic pathway）による

アポトーシスを引き起こすことを明らかにした（＊271、275）。そこで、TGF-β シグナル阻害はこれらの経路

を阻害することによりアポトーシスを抑制し、角膜内皮の細胞障害を抑制するのではないかと着想を得た。

実際に、FECD疾患モデル細胞において TGF-βシグナルを TGF-β受容体阻害剤、siRNA、smad3阻害

剤で阻害することで、どの阻害方法においても同様に変性タンパク質を抑制し、それに伴い小胞体ストレス

センサーの活性化を抑制することを明らかにした（＊275）。また、CHOPの活性化を抑制し intrinsic pathway

の活性化を抑えることが可能であることを示した（＊271）。本研究は TGF-βシグナルが FECDの治療ター

ゲットとなりうる可能性を示したものである（＊P-2、P-10）。 

【課題 5】 p38 MAPK シグナル阻害による細胞障害の抑制効果                           

次に我々は、TGF-βシグナルのみならず p38 MAPK シグナルも FECD の治療ターゲットとなりうる可能性

があるとの仮説のもと検証試験を行った。具体的には FECD 疾患モデル細胞、複数の小胞体ストレス誘導

方法で小胞体ストレスを誘導した培養角膜内皮細胞において、p38 MAPK シグナル阻害あるいは Caspase

阻害が、intrinsic pathway の活性化を抑え、細胞障害を阻害することが可能であることを明らかにした（＊

147、264、265、271、272）。p38 MAPKシグナル阻害剤は FECDの治療薬となりうる可能性があり、薬剤とし

ての本格開発に向けての研究を続けている（＊P-3、P-9、P-10）。これらのアポトーシスに関する研究は京

都府立医科大学分子標的癌予防医学の酒井敏行教授、曽和義広准教授らの支援を受けて実施した。 
 

＜特に優れた研究成果＞ 

①角膜内皮再生医療の製品化、実用化に向けて開発が望まれる複数の基盤技術を開発した。②原因不

明の難病である FECD の病態解明に役立つ研究成果を得るとともに、難治性角膜治療のターゲットとなる

複数の経路および治療候補薬剤を見出した。 

＜問題点とその克服方法＞ 
海外の共同研究者とのミーティングは、国際学会などの際にミーティングを行っているが、今後はさらに緊

密な情報交換を行うため、Skype なども使用したテレカンファランスを行う予定である。FECD 疾患モデル細

胞を用いた in vitroの検討だけではなく、FECDモデルマウスなどを用いた in vivoでの検討を行うことによ

り、FECD 治療薬の POC を得ることが可能になる。そこで平成 29 年度には、Johns Hopkins 大学で作成さ

れた FECDモデルマウスを同志社大学に導入し、治療候補薬剤の薬効評価を実施する予定である。 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 
テーマ 1に関するもの 6件およびテーマ 2に関するもの 4件の特許出願を行った。また、PCT/JP2014/ 

08083に関して、平成 28年 5月に日本革新創薬株式会社との実施許諾契約を締結しライセンスアウトした。 

＜今後の研究方針＞ 
テーマ 1 に関しては、細胞の凍結保存・輸送法の開発を中心に実用化に向けた技術開発を行う。テーマ 2

に関しては、FECDモデルマウスの導入および同志社大学による新規 FECDモデルマウスの作成に重点を

置き、創薬ターゲットおよび候補化合物の探索および選定を進める予定である。 

＜今後期待される研究成果＞ 
学術論文および学会発表のみならず、特許出願や企業との連携における製品の実用化など研究成果を社

会に還元できる研究成果が期待できる。 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 

2017年 4月に、内部評価委員 2名（横川隆一委員長、藤井透委員）による内部評価を受けた。評価項目は

1）研究プロジェクトの実施組織・体制の形成状況、2）研究の進捗状況・研究成果等、3）研究組織としての

活動状況の 3項目について 1（不可）～5（良好）の 5段階で評価し、A～Cの 3段階で総合評価を行った。

項目ごとの評価の平均は 1) 4.75、2) 5.0、3) 5.0であり、総合評価は 2名とも A（着実な進捗がみられる）と

高い評価を得た。工学研究者との連携実績が十分ではないとの指摘があったため、2017年度には 2名の

工学研究者（学内 1名、学外 1名）をメンバーに加え、体制の強化を図る。 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 
2017年 4月に、専門分野の異なる 3名の外部評価委員（伊川正人（大阪大学教授・細胞生物学・ゲノム医

学領域）、田畑泰彦（京都大学教授・工学領域）、山田昌和（杏林大学教授･眼科学領域））による評価を受

けた。評価方法は内部評価と同様であり、項目ごとの評価の平均は、1) 4.7、2) 5.0、3) 4.7であり、総合評価

は 3名とも A（着実な進捗がみられる）と高い評価を得た。 
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システム－専門家によるシステム評価実験に関する検討－. 2014年度人工知能学会全国大会

（第 28回）（JSAI2014）, 愛媛, 2014.5.15. 

153. ＊奥村直毅: 角膜内皮障害克服に向けて～新規治療法開発への挑戦～. 第 4回 Ocular Surface 

Seminar in Kanagawa. 横浜, 2014.5.22.（特別講演） 

154. ＊小泉範子: 体性幹細胞を用いた角膜内皮再生医療の開発. 第 67回日本酸化ストレス学会学

術集会, 京都, 2014.9.5.（シンポジウム） 

155. 小田莉恵, 森和彦, 吉井健吾, 池田陽子, 上野盛夫, 吉川晴菜, 丸山悠子, 小泉範子, 木下茂: 

日本人健常者における視神経乳頭サイズと乳頭回転角の検討. 第 25回日本緑内障学会, 大阪, 

2014.9.19. 

156. ＊松浦秀行, 山本詩子, 小泉範子, 奥村直毅, 廣安知之: 専門家が良好と判断する角膜内皮細

胞画像生成システム－データベースを利用したシステム構築の検討－. 進化計算シンポジウ

ム 2014, 広島, 2014.12.20. 

157. ＊小泉範子: 水疱性角膜症を点眼や細胞注入で治せる日がくるかもしれない. 角膜カンファ

ランス 2015 第 39回日本角膜学会総会・第 31回日本角膜移植学会, 高知, 2015.2.11.（シンポ

ジウム） 

158. ＊井上亮太, 奥村直毅, 沼田諒平, 羽室淳爾, 木下茂, 小泉範子: 角膜内皮細胞に対するアミ
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ノ酸の影響. 角膜カンファランス 2015 第 39回日本角膜学会総会・第 31回日本角膜移植学会, 

高知, 2015.2.12.  

159. ＊日下部綾香, 奥村直毅, 平野浩惇, 木下茂, 小泉範子: 密度勾配遠心分離による高密度培養

角膜内皮細胞の純化. 角膜カンファランス 2015 第 39回日本角膜学会総会・第 31回日本角膜

移植学会, 高知, 2015.2.12.  

160. ＊角谷和哉, 奥村直毅, 沼田諒平, Ursula Schlötzer-Schrehardt, Friedrich E. Kruse, 木下茂, 小

泉範子: ラミニン 511-E8フラグメントの角膜内皮細胞の基質接着性に対する影響. 角膜カン

ファランス 2015 第 39回日本角膜学会総会・第 31回日本角膜移植学会, 高知, 2015.2.12.  

161. ＊中野新一郎, 奥村直毅, 北野絢嗣, 木下茂, 小泉範子: ウサギ角膜内皮障害モデルを用いた

培養角膜内皮細胞移植の術式検討. 角膜カンファランス 2015第 39回日本角膜学会総会・第 31

回日本角膜移植学会, 高知, 2015.2.12.  

162. ＊奥村直毅, 中村隆宏, Kay EunDuck, 中原マキ子, 木下茂, 小泉範子: R-spondin1の角膜内皮

細胞増殖に対する影響. 角膜カンファランス 2015 第 39回日本角膜学会総会・第 31回日本角

膜移植学会, 高知, 2015.2.12.  

163. ＊大倉翔貴, 中村隆宏, 畑友衣子, 岩本美優, 永田真帆, 小泉範子, 木下茂: ヒト角膜上皮細胞

に対する R-spondin1 の機能解析. 角膜カンファランス 2015 第 39回日本角膜学会総会・第 31

回日本角膜移植学会, 高知, 2015.2.12. 

164. ＊岩本美優, 中村隆宏, 畑友衣子, 大倉翔貴, 永田真帆, 奥村直毅, 小泉範子, 木下茂: MAPキ

ナーゼ阻害剤によるヒト角膜上皮細胞の未分化性維持に関する検討. 角膜カンファランス

2015 第 39回日本角膜学会総会・第 31回日本角膜移植学会, 高知, 2015.2.13.  

165. 吉田悟, 羽藤晋, 奥村直毅, 小泉範子, 木下茂, 辻川元一, 林竜平, 坪田一男, 西田幸二, 楱村

重人: サル iPS 細胞から誘導した角膜内皮様細胞の同種移植試験. 角膜カンファランス 2015 

第 39 回日本角膜学会総会・第 31回日本角膜移植学会, 高知, 2015.2.13. 

166. 久保田遼, 森田有亮, 仲町英治: 軟骨細胞－アガロースゲル複合体の細胞外基質構造と潤滑特

性評価. 第 35回バイオトライボロジシンポジウム, 博多, 2015.3.14. 

167. 井上拓, 森田有亮, 久保田遼, 仲町英治: 圧縮刺激下における軟骨細胞‐アガロースゲル複合

体の細胞外基質構造の評価. 平成 26年度関西学生会学生員卒業研究発表講演会, 京都, 

2015.3.14. 

168. ＊木下茂, 上野盛夫, 中川紘子, 奥村直毅, 小泉範子, 外園千恵, 戸田宗豊, 萩屋道雄, 羽室淳

爾: 水疱性角膜症に対する培養ヒト角膜内皮細胞移植. 第 14回日本再生医療学会総会, 横浜, 

2015.3.19. 

169. ＊奥村直毅, 中野新一郎, 角谷和哉, 北野絢嗣, 木下茂, 小泉範子: 培養角膜内皮細胞移植に

おけるラミニン 511の有用性の検討. 第 14回日本再生医療学会総会, 横浜, 2015.3.20.  

170. ＊日下部綾香, 奥村直毅, 平野浩惇, 木下茂, 小泉範子: 密度勾配遠心分離を用いた高密度角

膜内皮細胞の純化の試み. 第 14回日本再生医療学会総会, 横浜, 2015.3.20.  

<2015年度> 

171. ＊奥村直毅, 中野新一郎, 日下部綾香, 井上亮太, 岡崎友吾, 角谷和哉, 木下茂, 小泉範子:  

培養角膜内皮細胞移植における移植細胞の細胞密度が治療効果に与える影響. 第 119回日本眼

科学会総会, 札幌, 2015.4.16. 

172. 外園千恵, 上田真由美, 今井浩二郎, 角栄里子, 荻野顕, 小泉範子, 吉村長久, 木下茂: 重症多

形滲出性紅斑の眼後遺症に対する新規医療器具の医師主導治験. 第 121回京都眼科学会, 京都, 

2015.6.14.  
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173. 佐藤貴彦: 成体骨格筋幹細胞の形成に関与する転写後調節機構. 第１回日本筋学会学術集会, 

東京, 2015.8.8. 

174. 小田莉恵, 森和彦, 吉井健悟, 池田陽子, 上野盛夫, 吉川晴菜, 丸山悠子, 小泉範子, 木下茂: 

正常眼圧緑内障患者における視神経乳頭サイズと乳頭回転角の検討. 第 26回日本緑内障学会, 

名古屋, 2015.9.12.  

175. 後藤優大, 奥村直毅, 小泉範子, 廣安知之: 角膜内皮細胞の生体内増殖における品質評価方法. 

生体医工学シンポジウム 2015, 岡山, 2015.9.25. 

176. 前川ほのか, 稗田牧，中村葉，小泉範子，木下茂: 小学生におけるオルソケラトロジーの近視

進行抑制効果の検討. 第 51回日本眼光学学会総会, 岡山, 2015.9.26.  

177. ＊Okumura N: Cell-based regenerative therapy for treating corneal endothelial dysfunction. 第

69回日本臨床眼科学会, 名古屋, 2015.10.22.（シンポジウム） 

178. ＊奥村直毅: 角膜内皮細胞の最新治療, 培養角膜内皮細胞移植. 第 69回日本臨床眼科学会, 名

古屋, 2015.10.22.（シンポジウム） 

179. ＊奥村直毅: 培養角膜内皮細胞移植の臨床応用. 第 69回日本臨床眼科学会, 名古屋, 

2015.10.22.（シンポジウム） 

180. 外園千恵, 上田真由美, 今井浩二郎, 手良向聡, 羽室淳爾, 角栄里子, 荻野顕, 小泉範子, 吉村

長久, 木下茂: 重症多形滲出性紅斑の眼後遺症に対する新規医療器具の医師主導治験. 第 69回

日本臨床眼科学会, 名古屋, 2015.10.22. 

181. 大家義則, 奥村直毅, 平見恭彦, 羽藤晋: 再生医療ナナメヨミ. 第 69回日本臨床眼科学会, 名

古屋, 2015.10.22.（インストラクションコース） 

182. ＊奥村直毅, 中野新一郎, 日下部綾香, 井上亮太, 岡﨑友吾, 角谷和哉, 木下茂, 小泉範子: 培

養角膜内皮細胞移植における移植細胞の細胞老化が治療効果に与える影響. 第 37回日本バイ

オマテリアル学会, 京都, 2015.11.10.  

183. ＊角谷和哉, 奥村直毅, 井上亮太, 岡﨑友吾, 中野新一郎, 小泉範子: 培養角膜内皮細胞移植

におけるラミニン 511-E8フラグメントの有用性. 第 37回日本バイオマテリアル学会, 京都, 

2015.11.10.  

184. 高山了, 池谷真, 堀田秋津, 佐藤貴彦, 趙明明, 金森陽子, 中佐昌紀, 櫻井英俊: iPS 細胞を用い

た筋ジストロフィーに対する細胞移植治療法の開発. 第 38回日本分子生物学会年会, 神戸, 

2015.12.3.  

185. 堀切智子, 佐藤貴彦: 骨格筋細胞の形成に関与する新規転写後調節機構. 第 38回日本分子生物

学会年会, 神戸, 2015.12.4. 

186. 今井浩二郎, 濱口真英, 森和彦, 矢田宏一郎, 大洞昭博, 出口富美, 池田陽子, 上野盛夫, 奥村

直毅, 小泉範子, 中川正法, 木下茂, 外園千恵, 小島孝雄: IVAN血管計測システムを用いた網

膜血管の季節変動の検討. 日本総合健診医学会第 44回大会, 東京, 2016.1.30. 

187. ＊小泉範子: 角膜内皮再生医療. 第 39回日本眼科手術学会学術総会, 福岡, 2016.1.31. （シン

ポジウム） 

188. ＊小泉範子: 培養細胞を用いた角膜内皮再生医療. 角膜カンファランス 2016 第 40回日本角膜

学会総会・第 32回日本角膜移植学会, 長野, 2016.2.18.（シンポジウム） 

189. ＊井上亮太, 奥村直毅, 岡崎友吾, 小泉範子: 移植用培養角膜内皮細胞の冷蔵保存の試み. 角

膜カンファランス 2016 第 40回日本角膜学会総会・第 32回日本角膜移植学会, 長野, 2016.2.18.  

190. ＊角谷和哉, 奥村直毅, 井上亮太, 岡崎友吾, 鬼柳由美子, 伊藤丈洋, 小泉範子: 培養角膜内皮

細胞移植の実用化を目指した細胞注入液の開発. 角膜カンファランス 2016 第 40回日本角膜
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学会総会・第 32回日本角膜移植学会, 長野, 2016.2.18.  

191. ＊日下部綾香, 奥村直毅, 平野浩惇, 井上亮太, 岡崎友吾, 角谷和哉, 木下茂, 小泉範子: 培養

角膜内皮細胞移植の治療効果に対する細胞密度の影響. 角膜カンファランス 2016 第 40回日

本角膜学会総会・第 32回日本角膜移植学会, 長野, 2016.2.18.  

192. ＊本郷茜, 奥村直毅, 中原マキ子, 小泉範子: p38 MAPキナーゼ阻害剤のヒト角膜内皮細胞培

養における有用性の検討. 角膜カンファランス 2016 第 40回日本角膜学会総会・第 32回日本

角膜移植学会, 長野, 2016.2.18.  

193. ＊奥村直毅, 岡﨑友吾, 井上亮太, 中野新一郎, 木下茂, 小泉範子: 角膜内皮障害モデルにお

ける Ripasudilの有用性の検討. 角膜カンファランス 2016 第 40回日本角膜学会総会・ 第 32

回日本角膜移植学会, 長野, 2016.2.18.  

194. ＊藤井佳大, 奥村直毅, 各務貴斗, 上野盛夫, 木下茂, 小泉範子: Rhoキナーゼ阻害剤の角膜内

皮細胞における細胞基質間接着の促進機序. 角膜カンファランス 2016 第 40回日本角膜学会

総会・第 32回日本角膜移植学会, 長野, 2016.2.18.  

195. ＊田中寛, 中川紘子, 奥村直毅, 小泉範子, 外園千恵, 木下茂: 接触型広域スペキュラ―マイ

クロスコープにより細胞密度比較. 角膜カンファランス 2016 第 40回日本角膜学会総会・第

32回日本角膜移植学会, 長野, 2016.2.18.  

196. ＊岩本美優, 中村隆宏, 永田真帆, 村越友衣乃, 奥村直毅, 外園千恵, 小泉範子, 木下茂: ヒト

角結膜上皮細胞に対するラミニン 511の細胞生物学的効果に関する検討. 角膜カンファランス

2016 第 40回日本角膜学会総会・第 32回日本角膜移植学会, 長野, 2016.2.19.  

197. ＊岡崎友吾, 奥村直毅, Elena Koudouna, 中野新一郎, 井上亮太, 木下茂, 小泉範子: ウサギ角

膜移植モデルにおけるドナー角膜内皮に対する炎症細胞浸潤. 角膜カンファランス 2016 第40

回日本角膜学会総会・第 32 回日本角膜移植学会, 長野, 2016.2.20.   

198. 齊藤朋子, 森田有亮, 井上拓, 仲町英治: 軟骨細胞の基質産生に及ぼす勾配磁場刺激の影響. 

日本機械学会関西支部関西学生会平成 27年度学生員卒業研究発表講演会, 大阪, 2016.3.10. 

199. ＊小泉範子: 水疱性角膜症に対する培養角膜内皮細胞移植の開発. 第 15回日本再生医療学会

総会, 大阪, 2016.3.18. （シンポジウム） 

<2016年度> 

200. 上野盛夫, 戸田宗豊, 平賀朝子, 小泉範子, 奥村直毅, 浅田和子, 外園千恵, 羽室淳爾, 木下茂: 

水疱性角膜症患者の血清中および前房水中サイトカインプロファイルの検討. 第 120回日本眼

科学会総会, 仙台, 2016.4.10.  

201. ＊島田知輝, 奥村直毅, Elena Koudouna, 井上亮太, 岡崎友吾, 木下茂, 小泉範子: ウサギ角膜

移植モデルを用いたドナー角膜内皮における免疫細胞の存在の検討．第 37回日本炎症・再生

医学会，京都, 2016.6.10. 

202. 中山知倫, 渡辺彰英, 田中寛, 後藤田遼介, 山中行人, 外園千恵, 中川正也, 小泉範子, 木下茂: 

涙道内視鏡併用涙管チューブ挿入術の術後成績．第 122 回京都眼科学会，京都,  2016.6.19.   

203. ＊石田直也, 奥村直毅, 小泉範子, 日和悟, 廣安知之: 培養角膜内皮細胞の画像による品質評

価 ～定量的評価指標の自動抽出～. 日本医用画像工学会第 35回大会, 千葉, 2016.7.23. 

204. 東岡航基, 堀切智子, 佐藤貴彦: ヒト iPS細胞におけるMYOGENIN欠損による骨格筋分化への

影響. 日本筋学会, 東京, 2016.8.6. 

205. ＊小泉範子: 水疱性角膜症の克服を目指した角膜内皮再生医療の開発. 兵庫県西部地区眼科

医会講演会, 兵庫, 2016.8.6.（特別講演） 

206. ＊小泉範子: 水疱性角膜症に対する培養角膜内皮細胞移植の開発. 筑前筑後移植再生医療研
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究会, 福岡, 2016.8.10.（特別講演） 

207. ＊小泉範子: 基礎から臨床へ, 患者さんに届ける角膜内皮の最新治療. Keio University 

OPHTHALMIC RESIDENT SEMINAR, 東京, 2016.9.3.（特別講演） 

208. 前川ほのか, 稗田牧, 中村葉, 小泉範子, 外園千恵, 木下茂: オルソケラトロジーの近視進行抑

制効果と波面収差の関係の検討. 第 52回日本眼光学学会, 東京, 2016.9.3.  

209. 竹林陸, 稗田牧, 中村葉, 小泉範子, 外園千恵, 木下茂: 学童近視の低矯正眼鏡が近視進行に与

える影響．第 52 回日本眼光学学会, 東京, 2016.9.3.  

210. 森本佐恵, 渡辺彰英, 山中行人, 横井則彦, 服部裕基, 後藤田遼介, 小泉範子, 外園千恵: 眼瞼

下垂症術前後における涙液クリアランスの検討．第 31回日本眼窩疾患シンポジウム, 福島, 

2016.9.10．  

211. 中川正也, 渡辺彰英, 山中行人, 横井則彦, 服部裕基, 後藤田遼介, 森本佐恵, 小泉範子, 外園

千恵: 涙管チューブ挿入術前後における涙液貯留量の変化．第 31回日本眼窩疾患シンポジウ

ム, 福島, 2016.9.10． 

212. ＊小泉範子: 基礎から臨床へ、角膜内皮トランスレーショナル研究. 第５回奈良県眼科医会光

明会, 奈良, 2016.9.24.（特別講演） 

213. ＊奥村直毅: 角膜内皮再生医療. 第 38回大阪眼科セミナー, 大阪, 2016.9.24.（特別講演） 

214. ＊奥村直毅: 角膜内皮疾患におけるトランスレーショナルリサーチ. 第 18回横浜緑内障ミー

ティング, 横浜, 2016.10.7.（特別講演） 

215. ＊小泉範子: 水疱性角膜症に対する培養角膜内皮細胞移植. 第 10回 Midland Seminar of 

Ophthalmology 学術講演会, 愛知, 2016.10.8.（特別講演） 

216. 大家義則, 奥村直毅, 羽藤晋, 平見恭彦: 再生医療ナナメヨミ. 第 70回日本臨床眼科学会, 京

都, 2016.11.4.（インストラクションコース） 

217. 東岡航基, 堀切智子, 小泉範子, 佐藤貴彦: ヒト iPS細胞を用いたMYOGENIN欠損時の骨格筋

分化探索. 第 4 回若手による骨格筋細胞研究会, 愛知, 2016.11.14．  

218. ＊奥村直毅: 角膜内皮障害におけるトランスレーショナルリサーチ. 第 153回和歌山眼科学

会, 和歌山, 2016.12.18.（特別講演） 

219. 井上拓, 森田有亮,  山本浩司,  仲町英治: 圧縮刺激下における培養軟骨の組織形成の評価. 

日本機械学会 第 29 回バイオエンジニアリング講演会, 名古屋, 2017.1.19. 

220. ＊奥村直毅: 水疱性角膜症治療の低侵襲化～過去 10年間の進化とそして未来～. 第 2回MIOS

の会, 東京, 2017.1.28.（特別講演） 

221. ＊本郷茜, 奥村直毅, 中原マキ子, 小泉範子: ヒト角膜内皮細胞培養における p38 MAPキナー

ゼ阻害剤の細胞老化抑制の検討. 角膜カンファランス 2017第 41回日本角膜学会総会・第 33

回日本角膜移植学会, 福岡, 2017.2.16.  

222. ＊各務貴斗, 奥村直毅, 中原マキ子, 小泉範子: 角膜内皮細胞の adherens junction における

nectin-afadin 系の関与. 角膜カンファランス 2017第 41回日本角膜学会総会・第 33回日本角

膜移植学会, 福岡, 2017.2.16.  

223. ＊松本大輝, 奥村直毅, 岡崎友吾, 島田知輝, 小泉範子, 外園千恵, 木下茂, 森和彦: 線維柱帯

切除術が角膜内皮密度に与える影響. 角膜カンファランス 2017第 41回日本角膜学会総会・第

33回日本角膜移植学会, 福岡, 2017.2.17.  

224. ＊島田知輝, 奥村直毅, Elena Koudouna, 井上亮太, 岡崎友吾, 木下茂, 小泉範子: 全層角膜移

植後のドナー角膜内皮における免疫細胞の存在の検討. 角膜カンファランス 2017第 41回日本

角膜学会総会・第 33回日本角膜移植学会, 福岡, 2017.2.17.  
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225. 楊政昊, 横井則彦, Georgiev Georgi A, 牛夢茜, 加藤弘明, 小泉範子, 木下茂: トポグラフィーを

用いた衝動性眼球運動が涙液層動態に及ぼす影響の検討. 角膜カンファランス 2017第 41回日

本角膜学会総会・第 33回日本角膜移植学会, 福岡, 2017.2.17.  

226. ＊小泉範子: 角膜内皮に対する ROCK阻害薬の作用. GYP Forum 2017, 三重, 2017.2.25.（特別

講演） 

227. ＊小泉範子: ROCK阻害薬を用いた新しい角膜内皮治療法の開発. KOWA Ophthalmic Seminar 

in Gifu, 岐阜, 2017.2.26.（特別講演） 

228. ＊本郷茜, 奥村直毅, 中原マキ子, 小泉範子: p38 MAPキナーゼ阻害剤の角膜内皮の細胞老化

への影響. 第 16回日本再生医療学会総会, 仙台, 2017.3.7. 

229. ＊石田直也, 奥村直毅, 本郷茜, 日和悟, 小泉範子, 廣安知之: 培養角膜内皮細胞の品質評価

を目指した自動画像解析ソフトウェアの開発. 第 16回日本再生医療学会総会, 仙台, 2017.3.7. 

【テーマ 2】 

<2014年度> 

230. ＊奥村直毅, 南山竜輝, Leona Ho, 川﨑諭, Theofilos Tourtas, Ursula Schlötzer-Schrehardt, 

Friedrich E. Kruse, 木下茂, 小泉範子: Fuchs角膜内皮ジストロフィにおける小胞体ストレス

に対する TGF-βシグナルの影響．第 118 回日本眼科学会総会, 東京, 2014.4.4. 

231. ＊中川紘子, 稲富勉, 小泉範子, 外園千恵, 横井則彦, 木下茂: フックス角膜内皮ジストロフ

ィの臨床所見の検討. 第 118回日本眼科学会総会,  東京, 2014.4.6.   

232. 堀場正寛, 小泉範子, 田畑泰彦: 抗真菌薬の徐放のための生体吸収性高分子粒子の作製. 第 60

回高分子研究発表会, 神戸, 2014.7.25. 

233. 堀場正寛, 奥村直毅, 田畑泰彦, 小泉範子: 抗真菌薬の徐放のための生体吸収性高分子粒子の

作製. 日本バイオマテリアル学会 第 9回関西若手研究発表会, 京都, 2014.8.5.  

234. 中野正和: 大規模データに基づくゲノム医科学研究. 宇宙航空研究開発機構 (JAXA) バイオ

インフォマティクス勉強会, 筑波, 2014.9.17. 

235. 上野盛夫, 池田陽子, 森和彦, 中野正和, 大見奈津江, 佐藤隆一, 佐藤史子, 吉井健悟, 田代啓, 

木下茂: CDKN2B-AS1 ジェノタイプと原発開放隅角緑内障の量的形質との相関解析. 第 25回

日本緑内障学会, 大阪, 2014.9.19 . 

236. 池田陽子, 森和彦, 上野盛夫, 今井浩二郎, 吉井健悟, 佐藤隆一, 佐藤史子, 中野正和, 田代啓, 

山崎俊秀, 木下茂: 広義原発開放隅角緑内障の過去 16年間の経時的眼圧推移. 第 25回日本緑

内障学会, 大阪, 2014.9.19. 

237. 三戸千賀子, 池田陽子, 森和彦, 山田裕美, 津崎さつき, 長谷川志乃, 上野盛夫, 中野正和, 吉

井健悟, 木下茂: 原発開放隅角緑内障と正常眼圧緑内障に関連する全身的要因の検討. 第 25回

日本緑内障学会, 大阪, 2014.9.19. 

238. 田代啓, 中野正和, 池田陽子, 徳田雄市, 上野盛夫, 今井浩二郎, 佐藤隆一, 大見奈津江, 足立

博子, 森和彦, 木下茂: 落屑症候群／落屑緑内障のゲノムワイド関連解析. 第 87回日本生化学

会大会, 京都, 2014.10.15. 

239. 徳田雄市, 田中雅深, 八木知人, 田代啓: Sfrp2 の欠損による B リンパ球のカルシウムシグナリ

ングへの影響. 第 87 回日本生化学会大会, 京都, 2014.10.15. 

240. 大見奈津江, 徳田雄市, 池田陽子, 中野正和, 田代啓: 微量血液からの不死化 B 細胞株樹立に

おける過剰抗凝固剤の影響の検討. 第 87回日本生化学会大会, 京都, 2014.10.15. 

241. 池田陽子, 森和彦, 上野盛夫, 今井浩二郎, 中野正和, 徳田雄市, 吉井健悟, 佐藤隆一, 田代啓, 

木下茂: 1000Kマイクロアレイによる落屑緑内障のゲノムワイド関連解析. 第 68回日本臨床眼
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科学会, 神戸, 2014.11.13. 

242. 堀場正寛, 奥村直毅, 田畑泰彦, 小泉範子: 抗真菌薬の徐放のための生体吸収性高分子粒子の

作製. 第 36回日本バイオマテリアル学会大会, 東京, 2014.11.18.  

243. ＊中川紘子, 中野正和, 奥村直毅, 小泉範子, 池田陽子, 上野盛夫, 田代啓, Baratz Keith H., 

Wieben Eric D., 木下茂: フックス角膜内皮ジストロフィの日本人患者における TCF4遺伝子

の CTG反復配列. 角膜カンファランス 2015 第 39回日本角膜学会総会・第 31回日本角膜移

植学会, 高知, 2015.2.13.  

244. ＊南山竜輝, 奥村直毅, 川崎諭, Ursula Schlötzer-Schrehardt, Friedrich E. Kruse, 木下茂, 小泉

範子: Fuchs角膜内皮ジストロフィにおける変性タンパク質. 角膜カンファランス 2015 第 39

回日本角膜学会総会・第 31 回日本角膜移植学会, 高知, 2015.2.13.  

245. ＊北原美優, 奥村直毅, 川崎諭, 中野新一郎, Ursula Schlötzer-Schrehardt, Friedrich E. Kruse, 

木下茂, 小泉範子: Fuchs角膜内皮ジストロフィにおけるミトコンドリア障害の検討. 角膜カ

ンファランス 2015 第 39回日本角膜学会総会・第 31回日本角膜移植学会, 高知, 2015.2.13.  

246. 堀場正寛, 奥村直毅, 田畑泰彦, 小泉範子: 抗真菌薬の徐放のための生体吸収性高分子粒子の

作製. 第 14回日本再生医療学会総会, 横浜, 2015.3.21.  

<2015年度> 

247. 池田陽子, 森和彦, 上野盛夫, 今井浩二郎, 吉井健悟, 佐藤隆一, 佐藤史子, 中野正和, 田代啓, 

木下茂: 広義原発開放隅角緑内障における長期眼圧変動. 第 119回日本眼科学会, 札幌, 

2015.4.16. 

248. 小泉範子: 不思議な角膜感染症「CMV 角膜内皮炎」：発見の経緯と臨床研究の現状. 第 56回

日本臨床ウイルス学会, 岡山, 2015.6.13. （シンポジウム） 

249. 中野正和: 遺伝子からゲノムへ -ポストゲノム時代のゲノム医科学研究-. 東京理科大学長万

部キャンパス「現代科学セミナー」, 北海道, 2015.7.4. 

250. 岡崎友吾, 奥村直毅, 中野新一郎, 井上亮太, 木下茂, 小泉範子: 角膜内皮障害モデルにおける

ROCK阻害剤点眼の有用性の検討. 第 36回日本炎症・再生医学会, 東京, 2015.7.21.  

251. 堀場正寛, 奥村直毅, 田畑泰彦, 小泉範子: 抗真菌薬の徐放のための生体吸収性高分子粒子の

作製. 日本バイオマテリアル学会 第 10回関西若手研究発表会, 大阪, 2015.8.5.  

252. 三戸千賀子, 池田陽子, 森和彦, 山田裕美, 津崎さつき, 長谷川志乃, 上野盛夫, 中野正和, 吉

井健悟, 木下茂: 原発開放隅角緑内障と正常眼圧緑内障に関連する女性における全身的要因の

検討. 第 26回日本緑内障学会, 名古屋, 2015.9.11. 

253. 池田陽子, 森和彦, 上野盛夫, 今井浩二郎, 吉井健悟, 佐藤隆一, 佐藤史子, 中野正和, 田代啓, 

木下茂: 問診による広義原発開放隅角緑内障の背景因子の病型別比較解析. 第 26回日本緑内

障学会, 名古屋, 2015.9.11. 

254. 堀場正寛, 奥村直毅, 小泉範子, 田畑泰彦: 抗真菌薬徐放のための PLGA マイクロ粒子の作製. 

第 37 回日本バイオマテリアル学会,  京都, 2015.11.9.  

255. 足立博子, 富永洋之, 丸山悠子, 米田一仁, 丸山和一, 木下茂, 中野正和, 田代啓: マウス血管

内皮細胞株を用いた管腔形成能評価系の確立. 第 5回 4大学連携研究フォーラム, 京都, 

2015.11.25. 

256. 足立博子, 富永洋之, 丸山悠子, 米田一仁, 丸山和一, 木下茂, 中野正和, 田代啓: 血管新生関

連候補遺伝子が血管内皮細胞の管腔形成能に与える影響の解析. 第 38回日本分子生物学会年

会・第 88回日本生化学会大会 合同大会, 神戸, 2015.12.1. 

257. 小泉範子, 宮崎大, 井上智之, 大谷史江, 稲富勉, 外園千恵, 中川紘子, 井上幸次, 大橋裕一, 
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木下茂: サイトメガロウイルス角膜内皮炎に対する 0.15%ガンシクロビルゲル点眼の有用性. 

角膜カンファランス 2016 第 40 回日本角膜学会総会・第 32回日本角膜移植学会, 長野, 

2016.2.18.  

258. ＊北原美優, 奥村直毅, Ursula Schlötzer-Schrehardt, Theofilos Tourtas, Friedrich E. Kruse, 小

泉範子: Fuchs角膜内皮ジストロフィにおけるミトコンドリア障害の病的意義. 角膜カンファ

ランス 2016 第 40回日本角膜学会総会・第 32回日本角膜移植学会, 長野, 2016.2.18. 

259. ＊橋本佳祐, 奥村直毅, 南山竜輝, 木下茂, Theofilos Tourtas, Ursula Schlötzer-Schrehardt, 

Friedrich E. Kruse, 小泉範子: Fuchs 角膜内皮ジストロフィ患者の角膜内皮における変性タン

パク質の凝集. 角膜カンファランス 2016 第 40 回日本角膜学会総会・第 32回日本角膜移植学

会, 長野, 2016.2.18.  

260. ＊尾形佳祐, 奥村直毅, 辻本勇気, 中原マキ子, 中野正和, 田代啓, Ursula 

Schlötzer-Schrehardt, Friedrich E. Kruse, Theofilos Tourtas, 小泉範子: Fuchs 角膜内皮ジスト

ロフィ患者におけるTCF4遺伝子の発現解析. 角膜カンファランス 2016 第 40回日本角膜学会

総会・第 32回日本角膜移植学会, 長野, 2016.2.18.  

261. ＊本郷茜, 奥村直毅, 中原マキ子, 小泉範子: p38 MAPキナーゼ阻害剤のヒト角膜内皮細胞培

養における有用性の検討. 第 15回日本再生医療学会総会, 大阪,2016.3.17. 

262. 堀場正寛, 奥村直毅, 小泉範子, 田畑泰彦: W/O/W エマルション法による抗真菌薬徐放粒子の

作製. 第 15回日本再生医療学会総会, 大阪, 2016.3.19. 

<2016年度> 

263. 池田陽子, 森和彦, 上野盛夫, 山本雄士, 丸山悠子, 吉井健悟, 今井浩二郎, 佐藤隆一, 佐藤史

子, 中野正和, 田代啓, 木下茂, 外園千恵: 広義原発開放隅角緑内障における CDKN2B-AS1 の

リスクアレルとフェノタイプの解析. 第 120回日本眼科学会, 山形, 2016.4.7. 

264. ＊奥村直毅, 北原美優, 橋本佳佑, Theofilos Tourtas, Ursula Schlötzer-Schrehardt, Friedrich E. 

Kruse, 小泉範子: Fuchs 角膜内皮ジストロフィにおける変性タンパク質と小胞体ストレス応

答．第 120回日本眼科学会総会, 仙台, 2016.4.10.  

265. ＊大西貴子, 奥村直毅, 日下部綾香, 北原美優, 橋本佳祐, 中原マキ子, 上田江美, Ursula 

Schlötzer-Schrehardt, Friedrich E. Kruse, 小泉範子: フックス角膜内皮ジストロフィにおける

p38 MAPK阻害剤のアポトーシス抑制効果の検討．第 37回日本炎症・再生医学会, 京都, 

2016.6.10. 

266. 小泉範子, 稲富勉, 中川紘子, 外園千恵, 木下茂, 宮崎大大谷史江, 井上幸次, 井上智之, 大橋

裕一: サイトメガロウイルス角膜内皮炎に対する 0.15%ガンシクロビルゲル点眼の有用性．第 

122 回京都眼科学会, 京都, 2016.6.19.  

267. 小泉範子: 角膜薬物治療の最先端. 眼科臨床実践講座 2016, 東京, 2016.7.18.（特別講演） 

268. 小泉範子: 角膜内皮疾患の診断と治療に関する新しい話題. 豊中市眼科医会 学術研究会, 大

阪, 2016.10.15.（特別講演） 

269. 中野正和: 緑内障を最新ゲノム解析技術で解き明かす. 第 11回緑内障若手研究者の会, 京都, 

2016.11.15. 

270. 足立博子, 富永洋之, 丸山悠子, 米田一仁, 丸山和一, 外園千恵, 木下茂, 中野正和, 田代啓: 

新規生理的血管新生関連候補遺伝子が血管新生に与える影響の解析. 第 6回 4大学連携研究フ

ォーラム, 京都, 2016.12.7. 

271. ＊大西貴子, 奥村直毅, 橋本佳佑, 小泉範子: Fuchs角膜内皮ジストロフィの小胞体ストレスに

おける p38 MAPK 経路の関与. 角膜カンファランス 2017第 41回日本角膜学会総会・第 33回
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日本角膜移植学会, 福岡, 2017.2.16.  

272. ＊遠藤眞子, 奥村直毅, 小泉範子: 角膜内皮障害におけるカスパーゼ阻害剤の有効性の検討. 

角膜カンファランス 2017第 41回日本角膜学会総会・第 33回日本角膜移植学会, 福岡, 

2017.2.16.  

273. ＊林良祐, 奥村直毅, 尾形佳祐, 中野正和, Theofilos Tourtas, Friedrich E. Kruse, Ursula 

Schlötzer-Schrehardt, 小泉範子: フックス角膜内皮ジストロフィ患者角膜内皮における TCF4

遺伝子の発現量解析. 角膜カンファランス 2017第 41回日本角膜学会総会・第 33回日本角膜

移植学会, 福岡, 2017.2.17.  

274. ＊奥田浩和, 奥村直毅, 北原美優, 橋本佳祐, 小泉範子: 角膜内皮における小胞体ストレス応

答による細胞死. 角膜カンファランス 2017第 41回日本角膜学会総会・第 33回日本角膜移植

学会, 福岡, 2017.2.17.  

275. ＊奥村直毅, 上田江美, Theofilos Tourtas, Friedrich E. Kruse, Ursula Schlötzer-Schrehardt, 小

泉範子: フックス角膜内皮ジストロフィにおける小胞体ストレスに対する TGF-βシグナルの

影響. 角膜カンファランス 2017第 41回日本角膜学会総会・第 33回日本角膜移植学会, 福岡, 

2017.2.17. 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞  
＊詳細はホームページで公開 http://tissue-engineering-doshisha.jp/center/ 

1) 2015年 2月 21日 第 1回先端医工学研究センターシンポジウム(The 1st Advanced Biomedical 

Engineering Research Center Symposium)・2014年度成果報告会 

2) 2015年 6月 24日 第 2回先端医工学研究センターシンポジウム  

3) 2016年 3月 4日 第 3回先端医工学研究センターシンポジウム・2015年度成果報告会 

4) 2016年 9月 12日 第 4回先端医工学研究センターシンポジウム  

5) 2017年 2月 3日 第 5回先端医工学研究センターシンポジウム 

6) 2017年 4月 15日 第 6回先端医工学研究センターシンポジウム・2016年度成果報告会 

＊参照：添付資料 1（第 1回～第 6回先端医工学研究センターシンポジウムプログラム） 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 
2017年度以降も年 2回のシンポジウム、年 1回の成果報告会を実施予定。 

 １４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 

 

1) 企業との産学連携：本研究プロジェクトに関して、千寿製薬株式会社、株式会社 JCR ファーマ、興和株

式会社、株式会社細胞科学研究所、日本革新創薬などの企業との共同研究を実施した。 

 

2) 同志社大学先端医工学研究センター研究成果報告書の冊子および論文集の作成：共同研究者お

おび関連の研究機関、大学院生、日本角膜学会理事・評議員等に送付した。冊子の一部を抜粋、

資料として添付する(添付資料 2)。 

 

3) 特許出願：下記の 10 件の特許出願を行った。 

＊P-01「角膜内皮細胞マーカー」PCT/JP2014/070412 2014年 7月 

発明者：小泉範子, 奥村直毅, 平野浩惇, 木下茂, 上野盛夫 

出願人：同志社大学, 京都府立医科大学, 千寿製薬株式会社    

＊P-02「角膜内皮の小胞体細胞死関連疾患治療薬」PCT/JP2014/079513 2014 年 10月 
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発明者：小泉範子, 奥村直毅, 木下茂  

出願人：同志社大学, 京都府立医科大学, 千寿製薬株式会社 

＊P-03「細胞増殖促進または細胞障害抑制による角膜内皮治療薬」PCT/JP2014/080831  

2014年 11月 

発明者：小泉範子, 奥村直毅、木下茂    

出願人：同志社大学 

＊P-04「ラミニンの角膜内皮細胞培養への応用」PCT/JP2014/081917 2014年 11月 

発明者：小泉範子, 奥村直毅, 木下茂 

出願人：同志社大学, 京都府立医科大学, 千寿製薬株式会社 

＊P-05「角膜内皮細胞を含有する移植用組成物」特願 2015-005492 2015年 1月 

発明者：小泉範子, 奥村直毅, 木下茂, 萩屋道雄, 細田勇喜, 渡部俊介 

出願人：同志社大学, 京都府立医科大学, JCR ファーマ株式会社 

＊P-06「ラミニンによる角膜の新規治療」PCT/JP2015/005473 2015年 10月 

発明者：小泉範子, 奥村直毅, 木下茂 

出願人：同志社大学, 京都府立医科大学, 千寿製薬株式会社 

＊P-07「ラミニンによる網膜および神経の新規治療」PCT/JP2015/005474 2015 年 10月 

発明者：小泉範子, 奥村直毅, 木下茂 

出願人：同志社大学, 京都府立医科大学, 千寿製薬株式会社 

＊P-08「角膜内皮細胞品質評価支援システム」特願 2016-120512 2016年 6月 

発明者：廣安知之, 小泉範子, 奥村直毅, 日和悟, 石田直也  

出願人：同志社大学 

＊P-09「TＧF-βシグナルに起因する障害を治療または予防するための医薬およびその応用」 

PCT/JP2016/005215 2016年 12月 発明者：小泉範子, 奥村直毅  

出願人：同志社大学 

＊P-10「カスパーゼ阻害剤を含む、ＴＧＦ-βに起因する障害を治療または予防するための医薬およ

び応用」PCT/JP2016/005216 2016年 12月  

発明者：小泉範子, 奥村直毅 

出願人：同志社大学 

 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

なし 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

該当せず 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

444㎡ 5 10名

医心館　動物実験室 377㎡ 1 　3名

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

法人番号 261010

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

事業経費施　設　の　名　称

設 備

平
成
2
7
年
度

設 備

施 設

装 置

研究費

設 備

平
成
2
6
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

研究費

設 備

研究費

総

額

総 計

0

研究室等数 使用者数

平
成
2
8
年
度

研究施設面積

27,000

0

0

0

53,004

26,000

0

8,543

13,500

13,000 13,000

20,301 32,703

13,500

2,913 5,630

5,481 0

0

21,343 10,657

0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

0 00 0

0 0

0

5,481

32,000

0

0

0

47,843 37,157

28,695 38,333

補助金額整備年度

0

67,028

85,000

152,028

0 0 0 0

0

医心館（IN503、
523,525,301,326）

76,538 75,490

Ｈ20

Ｈ20

セルソーティングシステム、共焦点
レーザー顕微鏡、角膜形状解析シス
テム

3ＤデジタルＰＣＲシステム

ルミノイメージアナライザー

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

S1411029

補助主体
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（千円）

20ｈ以上/月
60ｈ以上/月
20ｈ以上/月
60ｈ以上/月
10ｈ以上/月

１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 テーマ1

HSｵｰﾙｲﾝﾜﾝ蛍光顕微鏡 H23 BIOREVO BZ-9000 1式

年　　　度 26

リアルタイムPCRシステム

（研究設備）

整備年度

H26

研究支援推進経費

7,275

光　熱　水　費

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

旅費交通費
3,981

計

小  科  目
主　な　使　途

研究サンプル送付、Ｗｉｆｉ利用料

金　　額

7,275

通信運搬費

363

多光子励起顕微鏡

セルソーティングシステム

共焦点レーザー顕微鏡

ルミノイメージアナライザー

（情報処理関係設備）

（その他）
報酬・委託料

角膜形状解析システム

3ＤデジタルＰＣＲシステム

補助金額

計

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費

2,423

教育研究経費支出

（研究装置）

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

H19

事業経費

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

蛍光顕微鏡システム
動物実験機器（ｽﾘｯﾄﾗﾝﾌﾟｶﾒﾗｼｽﾃﾑ他） H22 SL-D7

細胞培養室(クリーンベンチ、CO2イン
キュベータ、冷凍庫）

MCY-B131F,MCO-18AIC,MPR-214F 1式

1式

H19 ＤＭ6000Ｂ

H22 QS3-96F-TIP

H25 TCS SP8 MP

1式
1式
1式

13,216
10,584 6,530
21,420

12,95721,000

SH800EC 1式
H26 TCS SPE DMI 400B 405RGB 1式

ペンタカムＨＲコンプリート 1式H26

H28 QS3D-PF 1式 5,481
H27 AmershamImager 600RGB 1式 8,446 5,630

0

人材派遣料、実験委託

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

研究に必要な薬品、実験材料

支　出　額

印刷製本費

その他委託費

郵便料、電信電話料

薬品材料費、文具雑品費

2

1,696

14,044

2

研究旅費
3,981

363

計

計

1,696
教研備品

実験補助　時給1000円　年間時間数　441時間

私学助成

0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

薬用冷蔵庫、インキュベータ、デスクトップＰＣ
ウサギ観察台2台

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

1,260
441

1,260

私学助成

1,696

教研機器
594

1,102

私学助成

アルバイト人件費

備品費機、修繕費等

法人負担
私学助成

積　　算　　内　　訳

補助主体

研究に必要な備品、実験器具の修理

私学助成

学会参加研究成果発表のための出張旅費

実人数4人　

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

研究事務補助　時給890円　年間時間数　843時間819

441

14,044

アルバイト人件費

819

実人数1人　

2,423

0

ポスト・ドクター

１００h/月

20ｈ/月
50ｈ/月
50ｈ/月
20ｈ/月
20ｈ/月
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（千円）
  平成 年度 テーマ2

（千円）
  平成 年度 テーマ1

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 7,065 薬品材料費、文具雑品費 7,065 研究に必要な薬品、実験材料

光　熱　水　費
通信運搬費 279 郵便料 279 サンプル送付料

印刷製本費
旅費交通費 831 研究旅費 831 学会参加研究成果発表のための出張旅費

報酬・委託料 138 その他委託費 138 実験委託

（その他） 434 会費、雑費等 434 学会参加費、論文掲載料、輸入通関料等
計 8,747 8,747

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出 253 アルバイト人件費 253 実験補助　時給1000円　年間時間数　253時間
計 253 253 実人数4人　

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 7,034 薬品材料費、文具雑品費 7,034 研究に必要な薬品、実験材料

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 911 研究旅費 911 学会参加研究成果発表のための出張旅費

報酬・委託料 5,728 謝礼、その他委託費 5,728 人材派遣料、資料分析委託

（その他） 670 備品費機、修繕費、会費等 670 研究に必要な備品、実験器具の修理、学会参加費等

計 14,343 14,343

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 2,793 アルバイト人件費 2,793 研究事務補助　時給890円　年間時間数　1540時間

（兼務職員） 時給900円　年間時間数　1251時間　実人数2人　
教育研究経費支出 364 アルバイト人件費 364 実験補助　時給1000円　年間時間数　364時間

計 3,157 3,157 実人数2人　

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0 0

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

計 2,872 2,872

ポスト・ドクター 2,872 2,872 学内　1人
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（千円）
  平成 年度 テーマ2

（千円）
  平成 年度 テーマ1

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 7,961 薬品材料費、文具雑品費 7,961 研究に必要な薬品、実験材料

光　熱　水　費
通信運搬費 181 郵便料 181 サンプル送付料

印刷製本費
旅費交通費 762 研究旅費 762 学会参加研究成果発表のための出張旅費

報酬・委託料
（その他） 418 会費、雑費等 418 学会参加費、輸入通関料等

計 9,322 9,322

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出 178 アルバイト人件費 178 実験補助　時給1000円　年間時間数　177.5時間
計 178 178 実人数1人　

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0 0

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 6,692 薬品材料費、文具雑品費 6,692 研究に必要な薬品、実験材料

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 606 研究旅費 606 学会参加研究成果発表のための出張旅費

報酬・委託料 5,430 その他委託費 5,430 人材派遣料

（その他） 688 会費、備品費機、修繕費等 688 学会参加費、実験に必要な備品、実験器具の修理等

計 13,416 13,416

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 2,680 アルバイト人件費 2,680 研究事務補助　時給900円　年間時間数　2575時間

（兼務職員） 実人数２人　
教育研究経費支出 601 アルバイト人件費 601 実験補助　時給1000円　年間時間数　601時間

計 3,281 3,281 実人数４人　

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 803 教研機器 803 ガウスメータ

図　　　　書
計 803 803

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0



（様式1）

法人番号 261010
プロジェクト番号 S1411029

（千円）
  平成 年度 テーマ2年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 13,247 薬品材料費、文具雑品費 13,247 研究に必要な薬品、実験材料

光　熱　水　費
通信運搬費 295 郵便料 295 サンプル送付料

印刷製本費
旅費交通費 338 研究旅費 338 学会参加研究成果発表のための出張旅費

報酬・委託料 263 謝礼 263 講演講師謝礼、専門的知識供与

（その他） 253 会費、備品費機、雑費等 253 学会参加費、実験に必要な備品、輸入通関料等
計 14,396 14,396

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出 104 アルバイト人件費 104 実験補助　時給1000円　年間時間数　104時間
計 104 104 実人数2人　

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

計 0 0
研究支援推進経費



第 1回　同志社大学先端医工学研究センターシンポジウム

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成事業

The 1st Advanced Biomedical Engineering Research Center Symposium

「難治性角膜疾患に対するトランスレーショナル研究の推進と国際的研究拠点の形成」 

13:00

Session 1 : Tissue Engineering of Cornea 

Opening remarks  
Noriko Koizumi  Director, Advanced Biomedical Engineering Research Center

13:05 Cell-injection therapy as a new therapeutic modality for corneal endothelial dysfunction
Noriko Koizumi   Graduate School of Life and Medical Sciences, Doshisha University

13:25 Investigation of the efficacy of Descemet’s membrane removal during cultivated corneal endothelial 
cell injection in a rabbit model
Shinichiro Nakano   Graduate School of Life and Medical Sciences, Doshisha University

13:40

13:55

14:15

14:35

14:55

15:30

15:50　　　　　　　　　　　　　　　　　　

16:10

16:25

16:45

17:05 Closing remarks

“Molecular-targeting prevention and therapy” of cancer　
Yoshihiro Sowa   Department of Molecular-Targeting Cancer Prevention, Kyoto Prefectural University of Medicine

Genetics study of Fuchs’ endothelial corneal dystrophy: What we have learned from glaucoma 
genetics study 
Masakazu Nakano   Department of Genomic Medical Sciences, Kyoto Prefectural University of Medicine

Involvement of mitochondria dysfunction in the corneal endothelial cells of Fuchs’ endothelial 
corneal dystrophy
Miu Kitahara   Graduate School of Life and Medical Sciences, Doshisha University

Differential diagnosis of Fuchs dystrophy and PEX endotheliopathy - clinically relevant?
Ursula Schlötzer-Schrehardt   Department of Ophthalmology, University of Erlangen-Nürnberg

Development of pharmaceutical treatment for corneal endothelial dysfunction
Naoki Okumura　 Graduate School of Life and Medical Sciences, Doshisha University

Session2 : Pathophysiology and Drug Development for Corneal Diseases

Coffee Break and Poster Session  (Room408)

Translational research for corneal regeneration
Shigeru Kinoshita   Department of Ophthalmology, Kyoto Prefectural University of Medicine 

Ocular surface reconstruction with a tissue-engineered nasal mucosal epithelial cell sheet for
the treatment of severe ocular surface diseases
Takahiro Nakamura   Research Center for Inflammation and Regenerative Medicine, Doshisha University

Image filter development for corneal endothelial tissue engineering
Tomoyuki Hiroyasu   Graduate School of Life and Medical Sciences, Doshisha University

What causes continuous corneal endothelial cell loss after corneal transplantation?   
Elena Koudouna   Graduate School of Life and Medical Sciences, Doshisha University

【お問合せ】　先端医工学研究センター事務局　（今村） E-mail : jo-sei13@mail.doshisha.ac.jp   TEL : 0774-65-6125

2015. 13:00 ～ 17:15 同志社大学京田辺キャンパス 医心館N-A, 4082.21土
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2016. 3.4 13:00～17:10 103 102

13:00～13:05

1

13:05～13:30

13:30～14:00

14:00～14:30

14:30～15:30 2015 102

2

15:30～16:00

16:00～16:30

16:30～17:00

17:00～17:10

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成事業
「難治性角膜疾患に対するトランスレーショナル研究の推進と国際的研究拠点の形成」

【事前申し込み不要】 お問合せ：小泉範子
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Email : jt-ksie6@mail.doshisha.ac.jp TEL : 0774-65-6508
Email : nkoizumi@mail.doshisha.ac.jp TEL : 0774-65-6125



Email : jt-ksie6@mail.doshisha.ac.jp TEL : 0774-65-6508
Email : nkoizumi@mail.doshisha.ac.jp TEL : 0774-65-6125



同志社大学先端医工学研究センター

Advanced Biomedical Engineering Research Center 

The 6 th
Advanced Biomedical Engineering Research CentermB oommomommBio eaaarch mmeBioBio Cd naaaaaaaaaaarddddd h Cenh hh enchharchrchcarcha hchhaaaarcaarcharcaBBB

Sympos ium

第6回 同志社大学先端医工学研究センターシンポジウム  2016 年度研究成果報告会

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成事業
「難治性角膜疾患に対するトランスレーショナル研究の推進と国際的研究拠点の形成」

同志社大学先端医工学研究センター第6回
シンポジウム  2016 年度研究成果報告会

2017.

時間  13:30 ～ 18:00
4　15/

Schedule スケジュール

13:30 開会のご挨拶 　 横川 隆一　　同志社大学副学長・研究開発推進機構長

先端医工学研究センター事務局（高野）
Email : jt-ksie6@mail.doshisha.ac.jp　    TEL : 0774-65-6508

センター長　小泉範子 
Email : nkoizumi@mail.doshisha.ac.jp   　TEL : 0774-65-6125

13:40 ～ 14:30 テーマ２成果報告 奥村 直毅　　同志社大学生命医科学部　准教授
「難治性角膜疾患の病態解明と治療薬の開発」

14:30 ～ 15:30 特別講演 伊川 正人　　大阪大学微生物病研究所　教授

小泉 範子　　同志社大学生命医科学部　教授

「ゲノム編集マウスを用いた生命科学研究の進歩と課題」

ポスターセッション

テーマ１成果報告
「医工連携・産学連携による角膜再生医療の開発と産業化の推進」

閉会のご挨拶 小泉範子　　先端医工学研究センター長

※終了後に全員で集合写真撮影を行います

15:30 ～ 16:30

16:30 ～ 17:20

17:20

お問い
合わせ日　時 土

同志社大学京田辺キャンパス
医心館 4 階 Ｎ-Ａ,Ｎ-Ｂ

同志社大学京田辺キャンパス　医心館 4 階 Ｎ-Ａ,Ｎ-Ｂ

伊川 正人　教授
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